
 

　 

 

 

みよし風土記の丘ミュージアム　７・８月の行事案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１　会 期　令和８年７月４日（土）～８月 31 日（月） 

休館日：水曜日（ただし、８月 12 日を除く） 

 

２　会 　 　 場　当館企画展示室（三次市小田幸町 122） 

 

３　展 示 資 料　トリックアート　15 作品 

 

４　入 館 料　一般 700 円（560 円）、高校・大学生 520 円（410 円） 

小・中学生 350 円（280 円）　※（　）は 20 名以上の団体料金 

 

 

　子どもたちに贈る三次の夏休み 

【三次商工会議所、奥田元宋・小由女美術館、みよし風土記の丘ミュージアム共同企画】 

奥田元宋・小由女美術館、みよし風土記の丘ミュージアムの両方の企画展を見学する

と、三次市内の協賛店で割引などのサービスを受けることができる「ウェルカムサービス

利用券」をお渡しします。 

 

報道提供資料 
令和８年６月26日 

名　称　みよし風土記の丘ミュージアム 
（広島県立歴史民俗資料館） 

担当者　学芸課長　佐伯　匡芳 
電　話　0824-66-2881 

「アロサウルス」 
（写真提供　株式会社エス・デー）

2024年に大好評となった“トリックアート” 

全作品リニューアルして帰ってきました！ 

トリックアートは、あなたがアートの中に飛

び込み、世界に一つだけの作品をつくる“体験

型のアート”です。 

みんなの「びっくり！」や「とびきりの笑

顔」を夏休みの思い出に！ 

写真撮影 OK です。 

楽しい思い出を SNS でシェアしよう！



 

 

科学ワークショップ　 

 

 

第１回「時計の科学　砂時計を作ってみよう」 

日  時：７月 25 日（土）10：00～11：00 

会  場：当館研修室（三次市小田幸町 122） 

対  象：小学３年生以上(保護者同伴）　　定　員：20 名 

 

第２回「視覚の科学　回転アニメーションを作ってみよう」 

日  時：８月９日（日）10：00～11：00 

会  場：当館研修室（三次市小田幸町 122） 

対  象：小学３年生以上(保護者同伴）　　定　員：15 名 

 

第３回「飛行の科学　よく飛ぶ竹とんぼを作ってみよう」 

日  時：８月 15 日（土）10：00～11：00 

会  場：当館研修室（三次市小田幸町 122） 

対  象：小学生(保護者同伴）　　定　員：20 名 

 

第４回「磁石の科学　磁石で車を走らせよう」 

日  時：８月 16 日（日）10：00～11：00 

会  場：当館研修室（三次市小田幸町 122） 

対  象：小学１～３年生（保護者同伴）　　定　員：15 名 

 

第５回「電気の科学　静電気の性質を知って遊ぼう」 

日  時：８月 22 日（土）10：00～11：00 

会  場：当館研修室（三次市小田幸町 122） 

対  象：小学４年生以上（保護者同伴）　　定　員：15 名 

 

申込み：応募フォームまたは Eメールで、当館まで事前申込みが必要です。 

 

　　　　　 

　　URL：https://forms.gle/Tnoiv8gsRFSZPtTu9 

 

参加費：無料（展示の観覧には、別に入館料が必要です。） 

 

 

 

 

今後７月に開催予定のイベント 



 

 

 

　「遥かなる煙２０２６」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１　会 期　令和８年７月 24 日（金）～10 月 12 日（月・祝） 

　　　　　　　　休館日：７・８月の水曜日（ただし、８月 12 日を除く）、 

　　　　　　　　　　　　９・10 月の月曜日(ただし、９月 21 日、10 月 12 日は開館）、 

　　　　　　　　　　　　９月 24 日（木） 

 

２　会 場　当館風土記の丘ギャラリー（三次市小田幸町 122） 

 

３　入 館 料　常設展の入館料で御覧いただけます。 

　　　　　　　　一般220円（170円）、大学生160円（120円）、高校生以下・65歳以上無料 

　　　　　　　　※（　）は 20 名以上の団体料金 

 

４　展示解説会　解　説：清原　正明さん（みよし SL 保存倶楽部会員） 
きよはら まさあき

　　　　　　　　日　時：会期中の土・日・祝日（数回） 

　　　　　　　　　　　　（具体的な日程は公式 HP でお知らせ） 

　　　　　　　　参加費：無料（別に入館料が必要です。） 

 

 

 

 

 

 

　広島県内から蒸気機関の牽引する定期列車が姿を消して 55 年になります。
時を経て、当時を知る人や運行に携わった鉄道職員も、次第に減ってきてい
ます。地域の輸送を担った鉄道路線で、雄々しく活躍した蒸気機関車の懐か
しい姿をご覧ください。

風土記の丘ギャラリー　写真展



 

 

 

　「収集した民具から見えること－地域で集め、
地域に活かす」 

 

　「民具はガラクタか？」－地域縮小の時代、各地の博物 

館では、民具の保存や継承が問題となっています。 

なぜ同じような民具をたくさん集めるのか、そこから 

地域の何が見え、未来にどう活かせるのか。全国の事例 

を交えながら考えます。 

 

 

１　日 時　令和８年７月 18 日（土）　14：00～15：30 

 

２　会　　　場　当館研修室（三次市小田幸町 122） 

 

３　講　　　師　今石　みぎわさん（東京文化財研究所　主任研究員） 
いまいし

 

４　定　　　員　100 名（先着順） 

 

５　参 加 費　無料 

 

６　申 込　当日受付 

 

 

◆公式Ｘ・Instagram 

【Ｘ】https://x.com/hiroshima_prms 

【Instagram】https://www.instagram.com/hiroshima_prms/

【Ｘ】 【Instagram】

第２回文化財講座


